


美浜町議会だより　2012年秋号 23

●
一
般
会
計

〈
総
務
費
〉

再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

小
水
力
発
電
等
の
事
業
化

に
つ
い
て
調
査
検
討
す
る

も
の
で
す
。
県
か
ら
50
万

円
、
町
か
ら
50
万
円
小
水

力
発
電
推
進
協
議
会
に
助

成
す
る
も
の
で
す
。

〈
農
林
水
産
業
費
〉

有
害
獣
侵
入
防
止
柵

設
置

約
20
㎞
の
防
止
柵
の
設
置

を
す
る
も
の
で
す
。（
菅

浜
、
丹
生
、
佐
田
地
区
）

〈
商
工
費
〉

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行

元
気
な
美
浜
の
地
域
復
興

支
援
事
業
で
す
。

〈
教
育
費
〉　

「
な
び
あ
す
」

ま
も
な
く
完
成

な
び
あ
す
文
化
事
業

９
５
５
万
円

平
成
23
年
度
の
決
算
を
認
定

9月定例会（9月5日～21日）
　9月定例会は、9月5日より21日まで17日間の会期で開かれました。平成23年度決算関係9議
案と平成24年度一般会計補正予算など8議案で、予算関係は予算決算常任委員会、条例その他議
案については総務文教常任委員会及び産業厚生常任委員会で審議のうえ、23年度決算を認定し、条
例その他議案についても原案どおり可決し、「2030年代原発稼働ゼロを目指すとする革新的エネル
ギー・環境戦略の撤回を求める意見書」など意見書3件の提出を採択し、教育委員会の委員に杉本繁
行氏と加茂正和氏の選任に同意しました。各議案ごとに熱心に議論が行われ、主なものを掲載しました。

歳
入

　

平
成
23
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
89
億
４
７

４
万
円
で
、
前
年
度
の
95
億
５
３
３
８
万
円

に
比
べ
6
億
４
８
６
４
万
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
要
因
は
、
町
税
が
1
億
６
８
０

０
万
円
の
増
収
と
な
っ
た
も
の
の
、
地
方
交

付
税
が
3
億
２
０
４
２
万
円
の
減
収
と
な
っ

た
ほ
か
、
国
の
各
種
臨
時
交
付
金
等
が
な
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
国
庫
支
出
金
で
２
億
２

２
９
４
万
円
が
減
収
、
ま
た
県
支
出
金
に
お

い
て
も
臨
時
的
な
補
助
金
や
交
付
金
が
な
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
11
億
５
０
５
６
万
円
が

減
額
と
な
り
ま
し
た
。
自
主
財
源
は
５
５
．

５
％
、
依
存
財
源
が
４
４
．
５
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

歳
出　

民
生
費
と
農
林
水
産
業
費
が
増
額

　

平
成
23
年
度
の
歳
出
決
算
額
は
85
億
４
７

５
７
万
円
で
、
前
年
度
の
91
億
８
３
８
３
万

円
に
比
べ
6
億
３
６
２
７
万
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
総
務
費
、
民
生
費
、
衛
生
費
、
教

育
費
の
4
区
分
で
は
10
億
円
を
超
え
る
決
算

額
と
な
り
、
全
体
の
７
０
．
４
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
総
務
費
は
財
政
調
整
基
金
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
環
境
教
育
体
験
施
設
整
備
事
業
に
係

る
基
金
積
立
を
行
っ
た
も
の
で
す
。
民
生
費

は
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
拠
点
整
備
事
業
、

せ
せ
ら
ぎ
保
育
園
整
備
事
業
、
み
ず
う
み
保

育
園
の
整
備
に
向
け
た
基
金
積
立
、
農
林
水

産
業
費
は
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
の
拡
充
、
土

木
費
は
若
者
定
住
化
対
策
事
業
に
係
る
基
金

積
立
な
ど
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

平
成
24
年
度
特
別
会
計

補
正
予
算
関
係

　

平
成
24
年
度
各
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
を
審
議
し
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

● 

美
浜
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号
）

 

地
域
支
援
事
業
費
、
諸
支
出
金
１
５

７
９
万
円
追
加
す
る
も
の
で
す
。

● 

美
浜
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号
）

 

実
施
設
計
業
務
委
託
料
と
し
て
、

１
９
０
１
万
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

● 

美
浜
町
集
落
排
水
処
理
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

 

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
建
設
費

２
４
９
万
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

条
例
関
係

● 

美
浜
町
災
害
対
策
本
部
条
例
の
改
正

● 

美
浜
町
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正

 

災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
防
災
会
議
と
災
害
対
策
本
部
の

役
割
分
担
を
明
確
化
す
る
た
め
改
正

す
る
も
の
で
す
。

● 

美
浜
町
立
図
書
館
運
営
基
金
条
例
を

廃
止

 

美
浜
町
立
図
書
館
運
営
基
金
の
処
分

に
伴
い
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

● 

美
浜
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
び
あ

す
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
び
あ
す
を
設

置
し
、
管
理
に
関
す
る
規
定
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。

款 平成23年度 構成比
1 町 税 315,356 35.4
2 地 方 譲 与 税 6,335 0.7
3 利 子 割 交 付 金 582 0.1
4 配 当 割 交 付 金 254 0.0
5 株式等譲渡所得割交付金 63 0.0
6 地 方 消 費 税 交 付 金 10,572 1.2
7 自動車取得税交付金 1,505 0.2
8 地 方 特 例 交 付 金 2,239 0.3
9 地 方 交 付 税 75,340 8.5
10 交通安全対策交付金 139 0.0
11 分 担 金 及 び 負 担 金 11,652 1.3
12 使 用 料 及 び 手 数 料 7,478 0.8
13 国 庫 支 出 金 175,619 19.7
14 県 支 出 金 94,880 10.7
15 財 産 収 入 1,301 0.1
16 寄 附 金 633 0.1
17 繰 越 金 36,955 4.2
18 諸 収 入 29,574 3.3
19 町 債 28,330 3.2
20 繰 入 金 91,668 10.3

歳　入　合　計 890,475 100.0

◎ 歳入の状況　　　　　　　　　　　　（単位：万円、％）

款 平成23年度 構成比
1 議 会 費 12,391 1.4 
2 総 務 費 114,110 13.4 
3 民 生 費 226,786 26.5 
4 衛 生 費 110,896 13.0 
5 労 働 費 3,460 0.4 
6 農 林 水 産 業 費 80,994 9.5 
7 商 工 費 17,002 2.0 
8 土 木 費 54,166 6.3 
9 消 防 費 37,018 4.3 
10 教 育 費 149,598 17.5 
11 公 債 費 46,729 5.5 
12 災 害 復 旧 費 1,606 0.2 

歳　出　合　計 854,756 100

◎ 歳出の状況　　　　　　　　　　　　（単位：万円、％）

歳入の状況

歳出の状況

予算規模 補正予算額 665,739千円 補正後予算総額 7,563,368千円

款 主　要　事　項 金額 参　　考

総 務 費 地域主導型再生可能エネルギー等事
業化促進事業 50 ・再生可能エネルギー協議会補助

衛 生 費 感染予防事業 260 ・定期ポリオ予防接種（不活化ポリオワクチン切替え）に要する委託料

農林水産
業 費

有害鳥獣対策事業 25,380 ・有害獣侵入防止柵設置工事費ほか

競争力のある福井米づくり事業 9,155 ・JA敦賀美方が行うカントリーエレベーター整備に係る経費を補助する。

県営事業負担金 12,725 ・農村災害対策整備事業・かんがい排水事業　ほか

商 工 費 元気な美浜の地域振興支援事業 238 ・プレミアム商品券発行事業補助

土 木 費

住宅改修費助成事業 460 ・耐震改修のほか住宅の修繕、改修等に要する費用の一部を補助する。

道路維持事業 2,500 ・町道維持補修工事費

除雪対策事業 4,793 ・除雪作業委託料　・除雪機等修繕料　ほか

教 育 費
生涯学習センター管理費 1,061 ・施設管理運営業務委託　・光熱水費　ほか

なびあす文化事業 955 ・イベント出演料　・旅費　ほか

◎ 歳出予算の内訳（主要事項） （単位：万円）

平成24年度　一般会計9月補正予算概要

会 計 別 決 算 状 況

会　　計　　名 最終予算額 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額

一　般　会　計 961,479 890,474 854,757 35,717

特
別
会
計

診療所事業特別会計 18,454 17,773 17,761 12

国民健康保険事業特別会計 145,898 135,509 129,399 6,110

後期高齢者医療事業特別会計 11,172 11,032 11,030 2

介護保険事業特別会計(介護保険事業勘定) 102,054 102,245 98,675 3,570

介護保険事業特別会計(介護サービス事業勘定) 1,232 1,122 1,122 0

簡易水道事業特別会計 10,095 10,170 9,509 661

集落排水処理事業特別会計 17,521 16,436 16,416 20

公共下水道事業特別会計 51,241 50,148 50,136 12

小　　　　　計 357,667 344,435 334,048 10,387

合　　　　　　計 1,319,146 1,234,909 1,188,805 46,104

（単位：万円）

《平成23年度一般会計の決算状況 決算規模は縮小》
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予
算
決
算

常
任
委
員
会

付
託
案
件
13
件

◎
平
成
23
年
度
美
浜
町
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

 

（
歳
出
歳
入
）

〈
総
務
費
〉

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
体
験
施
設
は

基
本
計
画
作
成
中

問
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
体
験
施
設
整
備
事

業
の
進
捗
状
況
は

答
平
成
22
年
度
基
本
調
査
、
23
年
度
検
討
委

員
会
立
ち
上
げ
、
24
年
度
基
本
構
想
、
基

本
計
画
、
25
年
度
基
本
設
計
の
手
順
で
進
ん
で
い

る
。問

税
の
不
能
欠
損
額
に
つ
い
て
、
ど
の
様
な

対
応
を
し
て
き
た
の
か

答
平
成
16
年
の
条
例
以
降
、
長
期
滞
納
者
の

氏
名
の
公
表
は
可
能
と
な
っ
て
い
る
が
、

督
促
状
、
職
員
の
訪
問
で
収
納
率
の
向
上
を
計
っ

て
き
た
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
利
用
状
況
は

答
利
用
者
は
減
少
し
て
い
る
。
今
後
は
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
も
検
討
し
て
い

る
。問

嶺
南
地
域
鉄
道
整
備
促
進
基
金
の
状
況
と

今
後
の
計
画
に
期
限
設
定
も
必
要
で
あ
る

が答
小
浜
線
の
電
化
と
直
流
化
は
完
了
し
た
。

今
津
と
上
中
を
結
ぶ
新
線
の
基
金
を
積
み

立
て
中
で
あ
る
。

問
小
浜
線
の
利
用
促
進
の
状
況
は
ど
の
様
に

実
行
し
て
き
た
の
か

答
回
数
券
、
団
体
旅
行
、
親
子
旅
行
等
に
助

成
を
し
て
き
た
。
結
果
と
し
て
美
浜
駅
で

は
僅
か
に
増
加
し
た
。

〈
衛
生
費
〉

予
防
検
診
事
業
を
推
進

問
保
健
事
業
の
検
診
、予
防
対
策
が
あ
る
が
、

加
入
の
保
険
内
容
で
受
診
が
出
来
る
、
出

来
な
い
が
あ
る
の
か

答
40
歳
以
上
の
特
定
健
診
は
国
保
加
入
者
に
限

ら
れ
て
い
る
が
、そ
れ
以
外
は
誰
で
も
で
き
る
。

〈
農
林
水
産
費
〉

問
美
浜
三
方
環
境
衛
生
組
合
で
実
施
し
て
い

る
堆
肥
化
設
備
の
原
料
調
達
は
ど
う
で

あ
っ
た
の
か

答
23
年
度
は
心
配
な
く
、
24
年
度
ま
で
は
現

状
で
可
能
で
あ
る
。

〈
土
木
費
〉

問
住
宅
改
修
費
助
成
事
業
は
好
評
で
あ
っ

た
。
23
年
度
希
望
者
の
積
み
残
し
は
な

か
っ
た
の
か

答
45
件
の
希
望
を
す
べ
て
達
成
し
た
。

問
嶺
南
圏
域
総
流
防
事
業
の
対
象
は
ど
こ
を

実
施
し
た
の
か

答
23
年
度
は
日
向
地
区
を
実
施
し
た
。
今
後

も
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
優
先
で
進
め
る
。

〈
教
育
費
〉

国
吉
城
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

運
営
事
業
利
用
者
微
増

問
国
吉
城
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
運
営
事
業
の
状

況
は

答
利
用
者
は
22
年
度
3
千
3
百
18
人
、
23
年

度
3
千
3
百
91
人
と
わ
ず
か
に
増
加
し

た
。

〈
歳
入
全
般
〉

原
子
力
関
連
交
付
金
の
決
定
分
で

事
業
整
備

問
原
子
力
立
地
促
進
対
策
交
付
金
及
び
立
地

地
域
共
生
交
付
金
の
受
け
入
れ
は
停
滞
し

て
い
な
い
の
か
又
、
使
用
状
況
は

答
決
定
さ
れ
て
い
る
分
は
受
け
入
れ
、
事
業

と
し
て
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
丹
生
・

竹
波
簡
易
水
道
整
備
、
更
に
南
小
学
校
体
育
館
、

み
ず
う
み
保
育
園
整
備
調
査
等
に
使
用
し
て
い

る
。

○
平
成
23
年
度
美
浜
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

宅
内
排
水
化
の
普
及
率
は
７
８
．
９
％
、
対
応

促
進
を
継
続

○
平
成
23
年
度
美
浜
町
上
下
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

上
水
道
使
用
料
金
は
3
ヶ
月
滞
納
で
停
止

　

空
き
家
は
使
っ
た
月
の
基
本
料
で
対
応
、
連
絡

を
　

…
そ
の
他
の
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
審
議
詳

細
は
省
略
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
方
は
議
事
録

閲
覧
が
で
き
ま
す
…

○
平
成
24
年
度
美
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

3
号
）

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
な
び
あ
す
」
文
化
事
業

（
11
月
〜
3
月
）
に
予
算
計
上

　

…
そ
の
他
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
議
詳
細
は

省
略
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
方
は
議
事
録
閲
覧

が
で
き
ま
す
…

総
務
文
教

常
任
委
員
会

付
託
案
件
4
件

意
見
書
1
件

⑴
美
浜
町
災
害
対
策
本
部
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

信
頼
度
確
立
を

問
条
例
の
整
備
と
共
に
、
緊
急
時
の
対
応
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
。

答
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
も
原

因
を
究
明
し
、
再
発
防
止
に
努
め
る
。

⑵
美
浜
町
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

質
疑
は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑶
美
浜
町
立
図
書
館
運
営
基
金
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

美
浜
町
立
図
書
館
運
営
基
金
を
処
分

問
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費
に
占
め

る
図
書
館
分
の
配
分
は
い
く
ら
か

答
共
通
部
分
が
多
く
、
確
定
で
き
な
い
。

問
基
金
の
積
み
立
て
は
ど
れ
だ
け
あ
っ
た
の

か

答
平
成
22
年
度
末
、
国
か
ら
の
「
地
域
活
性

化
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
」
の

1
千
百
38
万
円
で
あ
る
。

⑷
美
浜
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
な
び
あ
す
」
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て使
用
料
を
条
例
と
規
則
で

規
定
・
分
か
り
易
い
料
金
表
の
制
定
を

問
条
例
の
原
案
は
了
承
で
き
る
。
使
用
料
に

つ
い
て
「
施
設
使
用
料
適
正
化
検
討
委
員

会
」
で
検
討
し
た
と
考
え
る
が
、
他
の
施
設
と
関

連
は答

基
本
的
に
町
民
の
負
担
の
公
平
性
と
言
う

観
点
か
ら
決
め
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
公

益
性
（
活
動
の
効
果
が
他
の
人
に
お
よ
ぶ
）、
負

担
能
力
（
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
や
障
が
い

者
等
）
も
考
慮
し
て
検
討
し
た
。

問
社
会
教
育
団
体
に
対
す
る
減
免
規
定
（
減

額
又
は
免
除
）
に
つ
い
て
の
考
え
は

答
社
会
教
育
全
体
で
考
え
る
と
、
個
人
の
趣

味
を
活
か
す
も
の
、
社
会
に
貢
献
す
る
も

の
等
多
彩
で
あ
る
。
各
団
体
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
公
益
性
と
言
う
観
点
か
ら
慎
重
に
決
め
て
い
き

た
い
。
ま
た
使
用
回
数
に
対
す
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
割
引
等
も
検
討
し
て
い
る
。

意
見 

供
用
開
始
ま
で
に
、
使
用
料
金
表
を
含
む

最
終
の
条
例
、
教
育
委
員
会
規
則
を
議
会

の
審
議
に
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
意
見
書
） 地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書

に
つ
い
て
は
、
国
の
責
任
で
地
方
の
財
政
を
圧
迫

す
る
事
の
な
い
よ
う
に
全
員
賛
成
で
採
択
し
た
。

産
業
厚
生

常
任
委
員
会

意
見
書
1
件

（
意
見
書
） 地
球
温
暖
化
に
関
す
る
「
地
方
財
源
を

確
保
・
充
実
す
る
仕
組
み
」
の
構
築
を

求
め
る
意
見
書

賛
成
意
見 

現
在
国
が
進
め
て
い
る
地
球
温
暖
化

防
止
の
た
め
の
税
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
源
対
策
に
限
ら

れ
て
お
り
、
今
回
の
森
林
の
保
護
再
生
は
Ｃ
Ｏ
２

を
吸
収
す
る
対
策
の
た
め
の
税
の
拡
充
で
あ
る
。

　

森
林
の
整
備
や
保
全
は
必
要
で
あ
り
、
森
林
保

護
の
た
め
の
税
を
地
方
に
還
元
す
る
、
譲
与
す
る

こ
と
は
賛
成
で
あ
る
。

慎
重
意
見 

「
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
」
と
今
回

の
要
請
と
の
整
合
性
が
わ
か
ら
な
い
。
今
後
の
動

向
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。
と
の
議
論
が
な
さ

れ
た
結
果
、
全
員
賛
成
で
意
見
書
提
出
を
採
択
し

た
。産

業
厚
生

常
任
委
員
会

〈
視
察
研
修
〉

先
進
地
に
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の

新
交
通
シ
ス
テ
ム
と
活
性
化

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
の
24
年
度
視
察
研
修
は
7

月
12
，
13
日
実
施
さ
れ
、
岡
山
県
総
社
市
、
倉
敷

市
を
訪
れ
研
修
し
た
。

テ
ー
マ
1 

デ
マ
ン
ド
乗
合
方
式
「
雪
舟
く
ん
」

の
導
入
に
つ
い
て
（
総
社
市
）

導
入
の
動
機
： 

①
公
共
交
通
空
白
地
帯
の
解
消

 

②
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保

 

③
費
用
効
果
の
見
直
し

内
容
：
運
営
主
体
は
総
社
市
、
運
行
主
体
は
民
間

の
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
業
者
7
社
と
契
約

し
実
行
し
て
い
る
。

 

運
行
は
平
日
、
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
で
要
望

に
応
じ
て
い
る
。

テ
ー
マ
2 

食
の
地
産
地
消
の
取
り
組
み

 

（
総
社
市
）

　

総
社
市
で
は
農
業
を
元
気
に
す
る
、
一
人
で
も

農
業
従
事
者
を
増
や
す
事
を
目
的
に
「
総
社
市
地

産
地
消
推
進
条
例
」
を
施
行
、
①
農
業
者
の
所
得

向
上
、
生
産
意
欲
向
上
②
新
鮮
な
地
元
産
野
菜
の

流
通
拡
大
③
遊
休
、
耕
作
放
棄
農
地
の
解
消
④
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

テ
ー
マ
3 

美
観
地
区
の
取
り
組
み
（
倉
敷
市
）

　

江
戸
時
代
、
天
領
と
し
て
栄
え
た
商
人
の
町
倉

敷
は
、
江
戸
情
緒
を
今
も
色
濃
く
残
し
、
白
壁
の

屋
敷
、
川
沿
い
の
柳
並
木
等
、
風
情
あ
る
美
観
を

保
っ
て
い
る
。

所
感
：
各
テ
ー
マ
は
美
浜
町
に
つ
い
て
も
同
様
の

課
題
が
あ
り
、参
考
と
し
て
い
き
た
い
。（
宮
下
記
）

 
常

任

委

員

会

の

動

き

　

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
と
、
お
も
な
審
議
内
容
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

Jアラート（全国瞬時警報システム）

デマンドバス「雪舟くん」（岡山県総社市） 若狭国吉城歴史資料館
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一 般 質 問 9月定例会では4人の議員が一般質問に立ち、
町行政の有り方について、問いただしました。

質問、返答については質問者の
文責で掲載しております。

胃がん対策に、ピロリ菌の
撲滅に取組んではどうか。

専門家と相談、町に合った
対策を検討する

美浜町の全ての防犯
灯・街路灯をＬＥＤ
照明にしてはどうか

条件を整え進めたい

屋内ゲートボール施設の計画は

優先的に考えている、
財源確保が課題

町民レガッタで町の活性度アップを

大会を2日間にして、宿泊や
物産ブースで交流拡大

兵庫 賢一 議員

浜野 健治 議員

問
ど
の
様
な
対
策
を
立
て
取
組
は
。

町長

町
の
予
算
で
、
間
伐
・
枝
打
ち
・
下
刈

り
・
松
枯
れ
を
防
ぐ
為
空
中
散
布
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

問
防
火
の
為
の
貯
水
槽
の
整
備
の
状
況

は
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
農
閑
期
の
消
火

活
動
へ
の
利
用
は
出
来
な
い
の
か
。

町長

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
利
用
は
、
融
雪
な
ど

に
も
活
用
し
た
い
が
国
の
規
制
が
有
り

明
確
な
回
答
が
出
て
い
な
い
。

総務
課長

防
火
水
槽
は
、
私
設
も
含
め
て
95
箇
所

設
置
済
み
。
興
道
寺
で
改
修
中
、
郷
市

で
新
設
計
画
が
あ
る
。

問
長
い
目
で
見
た
行
政
や
町
民
が
一
体
と

な
っ
た
植
林
な
ど
の
山
を
蘇
ら
す
取
組

は
。町長

山
の
対
策
は
絶
対
必
要
。
全
国
の
町
村

会
で
国
に
呼
び
掛
け
て
お
り
、
森
林
環

境
税
な
ど
を
提
案
、
政
府
も
森
林
・
林
業
基
本

計
画
を
立
て
た
。
長
期
展
望
に
た
っ
て
お
願
い

し
山
に
目
を
向
け
た
政
策
を
取
っ
て
行
き
た

い
。問

耳
川
上
流
に
小
水
力
発
電
が
計
画
さ

れ
て
い
る
が
。

住民環境
課長

協
議
会
を
設
置
し
検
討
を
始
め
た
ば

か
り
で
、
全
て
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

問
防
災
対
策
が
こ
の
一
年
で
何
処
ま
で

充
実
し
た
か
。

町長

総
務
課
に
防
災
機
能
を
持
っ
て
い
き
、

副
町
長
を
頂
上
に
即
応
体
制
を
取
れ
る

様
組
織
を
整
え
た
。

総務
課長

防
災
行
政
無
線
・
J
ア
ラ
ー
ト
の
整
備

を
行
っ
て
き
た
。
学
校
等
の
耐
震
補
強

を
進
め
て
き
た
。
誘
導
看
板
を
３
４
３
箇
所
設

置
。
備
蓄
物
資
を
各
地
区
の
避
難
施
設
に
も
分

配
。
10
地
区
で
自
主
防
災
組
織
が
立
ち
上
が
っ

た
。
災
害
時
の
救
援
協
定
を
全
国
の
自
治
体
・

団
体
と
締
結
し
た
。

問
津
波
に
対
す
る
避
難
対
策
に
、
周
辺
の

山
を
含
み
整
備
す
る
様
な
計
画
が
必

要
か
と
。

総務
課長

ま
だ
検
討
に
入
っ
て
な
い
。
ケ
ー
ス
バ

イ
ケ
ー
ス
で
避
難
方
法
・
場
所
を
周
知

徹
底
す
る
。

問
美
浜
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の
車
で
の
直

接
避
難
は
可
能
か
。

総務
課長

可
能
で
連
絡
体
制
・
鍵
と
か
対
応
等
も
含

め
機
能
的
な
こ
と
は
や
っ
て
い
る
。

問
避
難
対
策
の
為
に
も
美
浜
中
周
辺
の

道
路
・
土
地
の
整
備
が
必
要
で
は
。

総務
課長

周
辺
の
農
道
を
含
め
充
分
か
と
、
駐
車
場

の
類
の
ス
ペ
ー
ス
は
考
え
て
い
な
い
。

竹仲 良廣 議員

問
美
浜
町
の
地
域
防
災
計
画
は
平
成
18

年
以
降
修
正
、
改
定
が
見
ら
れ
な
い

が
、
そ
の
必
要
性
は
な
い
の
か
。

町長

定
期
的
に
改
善
、
修
正
の
必
要
性
は
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
防
災
は
重
要
で
あ

り
昨
年
総
務
課
内
に
防
災
安
全
室
を
設
置
し

た
。
ま
た
今
年
、
地
域
防
災
計
画
を
見
直
す
予

定
と
な
っ
て
い
る
の
で
、御
指
摘
の
と
こ
ろ
は
、

逐
次
災
害
に
対
応
し
た
取
り
扱
い
を
行
う
べ
き

と
思
っ
て
い
る
。

問
県
外
の
市
町
村
と
の
原
子
力
災
害
を

含
む
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
結
ぶ

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
。

町長

災
害
時
の
支
援
協
定
締
結
は
非
常
に
重

要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
今
、
災
害

協
定
を
結
ん
で
い
る
の
は
、
原
子
力
の
あ
る
全

原
協
関
係
で
29
市
町
村
、
ボ
ー
ト
の
町
と
の
23

市
町
村
で
締
結
し
て
い
る
。
多
く
の
町
と
結
ぶ

の
が
安
心
感
に
は
つ
な
が
る
が
、
実
効
性
に
つ

い
て
は
疑
問
が
残
る
。
全
国
で
美
浜
と
い
う
の

が
4
町（
和
歌
山
県
、
三
重
県
、
愛
知
県
）あ
り
、

そ
れ
ら
の
町
で
友
好
協
力
関
係
を
構
築
し
て
い

る
。
今
後
、
こ
の
町
と
も
防
災
協
定
の
締
結
を

視
野
に
入
れ
検
討
し
て
い
る
。

問
町
外
へ
勤
務
し
て
い
る
町
民
に
も
、
地

元
の
災
害
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
知

ら
せ
る
為
に
、
敦
賀
市
が
運
用
し
、
災
害
情
報

を
一
斉
に
メ
ー
ル
配
信
す
る
、
ト
ン
ボ
メ
ー
ル

の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

総務
課長

敦
賀
市
の
ト
ン
ボ
メ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
連
動
し
て
、
気
象

関
係
は
敦
賀
市
で
、
救
急
火
災
等
に
つ
い
て
は

敦
賀
美
方
消
防
組
合
の
方
で
情
報
提
供
を
し
て

い
る
。
こ
れ
は
美
浜
町
の
防
災
安
全
室
で
も
、

全
て
の
職
員
が
活
用
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
運
用
、
導
入
に
つ
い
て
は
、
人

材
と
か
予
算
な
ど
多
角
的
に
検
討
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
、
で
き
る
だ
け
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報

を
町
民
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
検
討
を
す
る
。

問
省
エ
ネ
や
維
持
管
理
費
低
減
の
観
点

か
ら
、
美
浜
町
内
の
全
て
の
防
犯
灯

（
街
灯
）
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
取
替
え
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
各
区
の
維
持
管
理
費
の
補
助
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

住民環境
課長

現
在
、
町
内
で
防
犯
灯
は
２
，
６
３
２

基
あ
る
。
老
朽
化
に
よ
る
交
換
は
で
き

る
だ
け
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
灯
に
変
更
す
る
よ

う
に
進
め
て
い
る
。

　

一
斉
取
替
え
は
、
多
額
な
経
費
が
か
か
る
。

限
ら
れ
た
町
の
財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
補
助

事
業
等
調
整
し
て
、
ま
た
地
元
の
負
担
等
も
今

後
考
慮
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
必
要
な
条

件
が
整
え
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
ピ
ロ
リ
菌
の
保
菌
者
は
日
本
で
人
口

の
半
数
に
当
た
る
６
，
０
０
０
万
人
ほ

ど
い
る
。
特
に
高
齢
者
ほ
ど
感
染
率
が
高
い
。

胃
が
ん
患
者
減
少
に
向
け
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
を

考
え
て
は
と
思
う
が
。

ハザードマップ等の取組の状況は。

地域防災計画の見直しの中で
実施を進めたい。

美浜町の防災対策は
大丈夫か?

実行性のある体制に
作りなおしていく

耳川の現状は十数年前と様変わりして
いるが、どう捉えておられるか。

仰せの通りである。原因は山にあり、
治山が出来ていないからと考えている。

問
諸
団
体
か
ら
要
望
の
出
て
い
る
屋
内

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
施
設
の
素
案
が
出
て

か
ら
久
し
い
。

　

保
育
園
改
築
、
小
学
校
耐
震
化
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
等
大
型
案
件
の
完
成
が
見
え
た
現

在
、
進
捗
状
況
は
。

町長

24
年
度
設
計
も
考
え
て
い
た
が
こ
こ
へ

来
て
財
源
の
確
保
が
不
透
明
に
な
っ
て

い
る
。
計
画
は
降
ろ
し
て
い
な
い
し
優
先
度
も

高
い
。財
源
が
明
確
に
な
っ
て
か
ら
進
め
た
い
。

健康づくり
課長

本
町
に
お
い
て
肺
が
ん
と
と
も
に
死
亡

者
の
多
い
の
が
胃
が
ん
で
あ
る
。
早
期

発
見
、
早
期
治
療
に
は
積
極
的
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

胃
が
ん
の
発
生
要
因
は
、
喫
煙
、
塩
分
の
取

り
過
ぎ
や
、
過
度
の
飲
酒
等
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
対
策
も
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
提
案

の
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
等
を
今
後
、
町
の
医
師
会

や
、
専
門
の
先
生
方
と
相
談
し
、
先
進
地
の
取

り
組
み
も
検
討
し
な
が
ら
、考
え
て
い
き
た
い
。

問
今
年
の
町
民
レ
ガ
ッ
タ
は
２
２
１
ク

ル
ー
の
エ
ン
ト
リ
ー
と
聞
い
て
い
る

が
、
運
営
は

生涯学習
課長

今
年
は
大
会
を
2
日
間
と
し
、
ボ
ー
ト

ク
ル
ー
を
通
じ
て
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
る
。
同
時
に
宿
泊
案
内
や
、
物
産

ブ
ー
ス
設
営
で
観
光
増
進
に
つ
な
げ
る
。
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【
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
】

　

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
は
月
に
1
回
の

ペ
ー
ス
で
議
員
全
員
が
出
席
し
、
今
後
の
「
議
会

改
革
」
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。
春
の
議
会
広

報
に
添
付
し
て
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
約
を
元
に

今
後
の「
議
会
報
告
会（
議
会
と
語
ろ
う
会
）」に

む
け
て
作
業
部
会
を
立
ち
上
げ
、
今
後
の
進
む

べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。
他
に
も

議
会
運
営
に
係
る
議
会
内
で
の
活
性
化
に
つ
い

て
、
様
々
な
意
見
を
出
し
て
い
き
な
が
ら
町
民
側

の
視
点
に
立
ち
活
動
し
て
い
き
た
い
。
同
じ
く
議

論
し
て
い
る
議
員
の
定
数
に
つ
い
て
も
、
他
の
情

勢
に
流
さ
れ
ず
美
浜
町
と
し
て
「
ベ
ス
ト
」
の
選

択
を
し
、「
本
当
の
意
味
で
の
議
会
改
革
」
を
進

め
ら
れ
る
美
浜
町
議
会
の
体
制
を
構
築
し
て
い

き
た
い
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
坂
記
）

【
原
子
力
発
電
所
特
別
委
員
会
】

1
．「
安
全
で
安
心
な
原
子
力
の
利
用
」
を
政
府

及
び
民
主
党
・
自
由
民
主
党
へ
要
請

　

去
る
7
月
11
日
、
12
日
の
両
日
、
原
子
力
に

つ
い
て
の
要
請
活
動
を
、
内
閣
府
、
経
済
産
業

省
、
民
主
党
、
自
由
民
主
党
、
県
選
出
他
衆
参

議
院
議
員
、資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、原
子
力
安
全・

保
安
院
に
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

美
浜
町
は
、
こ
れ
ま
で
半
世
紀
に
も
亘
っ
て
、

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
協
力
、
貢
献
し
、
安
全・

安
心
を
追
求
し
つ
つ
原
子
力
と
の
共
生
を
し
て
町

づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

政
府
は
中
長
期
的
に
原
子
力
発
電
へ
の
依
存

度
を
可
能
な
限
り
減
ら
す
と
し
た
方
向
で
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
議
論
が
な
さ
れ
、
9
月
に
革
新

的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦
略
を
決
定
す
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
6
月
20
日
に
は
よ
う
や
く
原
子
力
規

制
委
員
会
設
置
法
が
成
立
、
27
日
に
は
公
布
さ

れ
ま
し
た
が
、
国
の
事
故
後
の
対
応
や
規
制
と

推
進
が
同
居
す
る
体
制
か
ら
生
じ
た
原
子
力
そ

の
も
の
や
国
、
電
力
事
業
者
に
対
す
る
不
信
感

は
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
規
制
組
織
が
で
き
る
だ
け
早
く
設
置

さ
れ
る
と
と
も
に
、
安
全
基
準
の
見
直
し
に
よ
る

信
頼
回
復
と
、
安
全
で
安
心
な
原
子
力
利
用
が

今
後
も
着
実
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
以
下
6
項

目
に
わ
た
り
要
請
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

⑴
国
益
に
適
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
選
択
肢
に
つ

い
て

⑵
安
全
が
確
認
さ
れ
た
原
子
力
発
電
所
の
早
期

再
稼
働
に
つ
い
て

⑶
長
期
停
止
に
伴
う
立
地
地
域
へ
の
支
援
に
つ
い
て

⑷
40
年
運
転
制
限
制
の
慎
重
な
運
用
に
つ
い
て

⑸
電
源
三
法
交
付
金
の
維
持
な
ど
立
地
自
治
体

へ
の
支
援
の
継
続
に
つ
い
て

⑹
企
業
（
産
業
）
誘
致
等
に
向
け
た
支
援
制
度
の

充
実
に
つ
い
て

　

議
会
か
ら
は
、
議
長
、
副
議
長
、
原
子
力
発

電
所
特
別
委
員
長
、
副
委
員
長
が
、
町
か
ら
は

町
長
、
企
画
政
策
課
長
、
原
子
力
対
策
室
長
が

共
同
し
て
要
請
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。（

松
田
記
）

【
有
害
鳥
獣
対
策
特
別
委
員
会
】

有
害
獣
侵
入
防
止
柵
、

今
年
度
計
画
は
約
20
㎞

　

8
月
29
日
有
害
鳥
獣
対
策
特
別
委
員
会
を
開

催
し
、
今
年
度
の
有
害
獣
侵
入
防
止
柵
の
計
画

と
、
嶺
南
地
域
有
害
鳥
獣
処
理
施
設
の
利
用
状

況
並
び
に
24
年
度
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
状
況
に
つ

い
て
、
担
当
者
の
説
明
を
受
け
、
委
員
で
協
議

を
実
施
し
た
。
今
年
度
の
侵
入
防
止
柵
の
当
初

予
算
は
補
助
単
価
が
下
が
っ
た
た
め
実
施
距
離

の
短
縮
が
懸
念
さ
れ
た
が
農
水
課
担
当
者
の
努

力
で
復
活
折
衝
し
従
来
単
価
で
決
定
し
た
。
実

施
集
落
は
半
島
の
丹
生
、
菅
浜
、
佐
田
の
約
20

㎞
の
実
施
を
計
画
し
て
い
る
。財
源
は
国
庫
55
％
、

町
30
％
、
地
元
負
担
15
％
。
今
年
度
で
町
内
計

画
の
約
50
％
が
実
施
さ
れ
る
。   　
　
（
浜
野
記
）

各
種
委
員
会
報
告

有害獣侵入防止柵（新庄）

要望活動の様子

一 般 質 問 9月定例会では4人の議員が一般質問に立ち、
町行政の有り方について、問いただしました。
質問、返答については質問者の文責で掲載
しております。

問
成
果
主
義
と
評
価
に
基
づ
く
適
正

な
自
治
体
経
営
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

町長

役
場
の
中
で
は
縦
割
り
に
と
ら
わ
れ

ず
に
広
く
横
断
的
な
合
意
形
成
が
重

要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
行
財
政

改
革
と
し
て
本
年
度
か
ら
行
政
経
営
室
を
設

け
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

問
美
浜
町
の
特
性
を
踏
ま
え
た
自
主

性
の
高
い
自
治
体
政
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町長

こ
こ
一
、二
年
原
子
力
の
見
き
わ
め

を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
何
十
年
も
基
盤
に
据
え
て
き
た
中
心
を

ど
う
考
え
て
い
く
の
か
し
っ
か
り
捉
え
な
い

と
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
ら
れ
な

い
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
今
日
ま
で
や
っ

て
き
た
様
々
な
他
産
業
の
誘
致
、
あ
る
い
は

観
光
の
振
興
も
今
ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
自
治
体
経
営
と
い
う
観
点
か
ら
、
町

民
と
行
政
の
協
働
型
社
会
を
ど
う

進
め
て
い
く
か
、
現
状
と
し
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

町長

推
進
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
、
町
職

員
に
も
協
働
の
意
識
を
浸
透
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
政
策
実
現
の
手
段
と
し
て
、

協
働
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。
生

涯
学
習
や
健
康
づ
く
り
、
福
祉
や
防
災
、
環

境
な
ど
、
多
方
面
に
協
働
が
必
要
だ
と
思
っ

て
い
る
。
一
朝
一
夕
に
は
い
か
な
い
が
今
後

も
町
民
に
呼
び
か
け
、
共
に
共
生
し
て
い
く

た
め
に
定
着
を
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問
着
実
性
と
戦
略
性
を
二
つ
の
観
点
含

ん
だ
上
で
、
自
治
体
経
営
に
対
し
て
こ

れ
か
ら
先
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

町長

何
を
す
る
に
も
財
政
が
つ
き
ま
と
う
。

そ
の
核
で
あ
る
お
金
を
ど
う
使
う
の

か
、
そ
れ
を
ど
う
確
保
す
る
か
に
尽
き
る
。
住

民
の
要
望
を
ど
う
つ
か
ん
で
い
く
か
、
住
民
が

ど
う
い
う
要
望
を
出
し
て
く
る
の
か
、
そ
う
い

う
状
況
を
い
か
に
理
解
し
て
く
れ
る
の
か
と
い

う
こ
と
に
も
か
か
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

　

明
確
な
経
営
方
針
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に

原
子
力
が
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
ま
た
大
胆
に

示
す
と
い
う
こ
と
は
、
今
現
在
、
こ
こ
一
、二

年
を
見
き
わ
め
な
い
と
、
余
り
に
も
無
責
任
な

示
し
方
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
し
っ
か
り
と

見
き
わ
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

〈
意
見
〉
着
実
性
の
部
分
は
副
町
長
の
仕
事
。

戦
略
性
の
部
分
は
町
長
の
仕
事
。
美
浜
町
が
こ

の
先
も
「
変
わ
ら
な
い
た
め
に
変
わ
る
」
必
要

が
あ
る
。

松坂 隆司 議員

自治体経営を着実性と戦略性
という観点から将来の美浜町
を問う

将来を見きわめながら対応し
ていきたい

自治体経営として次の
総合振興計画をどう考えて
いるか

協働のまちづくりの
推進が必要

有害鳥獣対策の進捗と
効果は

恒久柵により、鹿、猪の
被害は減少、継続して
整備

問
平
成
30
年
計
画
さ
れ
て
い
る
福
井
国

体
に
向
け
た
県
営
久
々
子
湖
ボ
ー
ト

コ
ー
ス
の
整
備
は

町長

県
立
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
な
の
で
県
の
補
助

で
進
め
る
。い
ろ
ん
な
規
制
が
あ
る
が
、

将
来
を
見
据
え
た
整
備
を
し
て
い
き
た
い
。

問
有
害
鳥
獣
対
策
特
別
委
員
会
の
設
置
を

機
会
に
対
策
を
進
め
て
き
た
件
に
つ
い

て
、
中
間
の
状
況
を
聞
か
せ
て
頂
き
た
い
。

町長

有
害
獣
侵
入
防
止
柵
を
実
施
し
た
集
落

の
鹿
、
猪
の
被
害
は
確
実
に
減
少
し
て
い

る
。
計
画
を
順
次
進
め
て
い
き
た
い
。

〈
意
見
〉
恒
久
柵
を
敷
設
し
て
も
有
害
獣
対
策
は

終
わ
り
で
な
い
。
今
ま
で
荒
ら
さ
れ
た
田
畑
や
、

山
林
の
防
災
対
策
等
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
、
継

続
し
て
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

県立久々子湖ボートコース
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（
興
道
寺
）・
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
2
台
購
入
の

費
用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

8
月
3
日
第
3
回
臨
時
議
会
で
災
害
対
応

特
殊
化
学
消
防
ポ
ン
プ
車
（
敦
賀
気
比
分
署
）

4
千
8
百
万
円
・
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車（
美
浜
町

大
薮
）
1
千
5
百
万
円
の
入
札
結
果
を
承
認
し

配
備
が
決
定
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
兵
庫
記
）

【
消
防
組
合
議
会
視
察

　
　
　
　
（
8
／
23
・
24
）
】

大
阪
市

高
潮
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
見
学

　

組
合
議
会
で
は
、
消
防
行
政
の
充
実
・
向
上

を
目
的
に
、
例
年
こ
の
時
期
先
進
地
域
・
施
設
・

被
災
地
等
を
視
察
研
修
し
て
お
り
ま
す
。
今
回

は
大
阪
市
の
津
波
・
高
潮
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
水
上

消
防
署
を
視
察
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
特
に
同

市
は
海
抜
0
ｍ
の
土
地
が
多
く
水
没
す
る
可
能

性
の
有
る
地
域
が
広
範
囲
に
な
る
為
、
防
潮
堤

の
状
況
・
シ
ス
テ
ム
や
避
難
の
対
応
な
ど
を
勉

強
、
消
防
署
で
は
水
中
に
沈
ん
で
い
る
水
難
者

を
潜
水
用
具
を
身
に
つ
け
た
隊
員
た
ち
が
捜
索

し
、
救
出
す
る
一
連
の
訓
練
状
況
や
消
防
艇
に
よ

る
消
火
活
動
等
を
視
察
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

（
兵
庫
記
）

【
町
議
会
議
員
視
察
研
修
】

復
興
に
奮
闘
す
る

女
川
町
を
視
察

　

9
月
24
日
〜
26
日
の
3
日
間
、
町
議
会
原
子

力
関
連
施
設
等
調
査
研
修
に
議
員
10
名
と
副
町

長
・
事
務
局
で
宮
城
県
女
川
町
役
場
と
東
北
電

力
㈱
女
川
原
子
力
発
電
所
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

目
的
・
内
容
と
し
て
、
女
川
町
の
災
害
へ
の
対
応

と
復
興
に
至
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

及
び
東
北
電
力
㈱
女
川
原
子
力
発
電
所
に
て
地

震
・
津
波
に
よ
る
被
害
を
踏
ま
え
た
そ
の
後
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

津
波
の
爪
痕
が
今
も
な
お
強
く
残
る
女
川
町

で
は
、
町
役
場
が
流
さ
れ
仮
庁
舎
で
の
女
川
町

役
場
に
て
女
川
町
議
会
、
木
村
議
長
を
は
じ
め

と
し
て
、
酒
井
副
議
長
、
佐
藤
原
発
対
策
特
別

委
員
会
委
員
長
、
木
村
震
災
復
興
対
策
特
別
委

員
会
委
員
長
の
4
名
の
代
表
者
を
交
え
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
一
説
に
よ
る
と
今
回
の
津
波

で
一
番
倒
壊
し
た
の
は
女
川
町
と
言
わ
れ
て
お

り
、
海
抜
16
Ｍ
の
高
台
に
建
っ
て
い
る
町
立
病
院

で
さ
え
1
階
が
水
に
浸
か
っ
て
し
ま
う
状
況
で
、

家
屋
等
の
被
害
は
全
壊
か
ら
一
部
半
壊
ま
で
含
め

る
と
9
割
に
も
及
ぶ
。
他
に
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

被
害
や
、
最
大
で
人
口
1
万
人
の
町
で
６
０
０
０

人
近
く
が
避
難
所
に
避
難
し
た
状
況
、
そ
の
後

の
仮
設
住
宅
の
問
題
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
他
様
々
な

問
題
が
次
々
に
振
り
か
か
る
中
で
、
女
川
町
が

震
災
前
の
姿
を
と
り
も
ど
す
ま
で
の
復
興
計
画

①
安
全
・
安
心
な
港
町
づ
く
り（
防
災
）

②
港
町
産
業
の
再
生
と
発
展（
産
業
）

③
住
み
よ
い
港
町
づ
く
り（
住
環
境
）

④
心
身
と
も
に
健
康
な
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
・
医
療
・
福
祉
）

⑤
心
豊
か
な
ひ
と
づ
く
り（
人
材
育
成
）

と
し
て
復
興
の
目
標
期
間
を
定
め
、
平
成
30
年

度
に
女
川
に
新
た
な
街
並
み
が
誕
生
す
る
た
め

の
取
り
組
み
な
ど
、
女
川
町
の
力
強
い
復
興
計

画
を
直
接
聞
く
こ
と
が
出
来
た
。
復
興
計
画
の

基
本
目
標
で
あ
る
「
と
り
も
ど
そ
う
笑
顔
あ
ふ

れ
る
女
川
町
」の
実
現
に
向
け
、
現
状
復
旧
に
と

ど
ま
ら
な
い
新
し
い
「
み
な
と
ま
ち
女
川
」
の
再

生
は
、
基
幹
産
業
で
も
あ
る
水
産
業
を
い
ち
早

く
活
性
化
さ
せ
、「
職
と
住
」
を
し
っ
か
り
確
立

さ
せ
る
と
い
う
強
い
意
気
込
み
を
感
じ
る
事
が

出
来
た
。

　

東
北
電
力
㈱
女
川
原
子
力
発
電
所
で
は
、
地

震
の
発
生
か
ら
津
波
の
襲
来
ま
で
に
至
る
状
況

の
中
で
、
1
号
機
か
ら
3
号
機
ま
で
の
プ
ラ
ン
ト

が
冷
温
停
止
に
ま
で
至
る
過
程
と
、
そ
の
後
の
発

電
所
に
関
す
る
様
々
な
緊
急
安
全
対
策
・
シ
ビ

ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
・
今
後
の
津
波
に
対
す
る

防
波
堤
他
の
対
策
・
免
震
構
造
の
事
務
棟
を
含

め
た
更
な
る
安
全
性
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

を
、
東
北
電
力
㈱
女
川
原
子
力
発
電
所
所
長
以

下
担
当
者
か
ら
意
見
交
換
を
含
め
聞
く
こ
と
が

で
き
た
。

　

美
浜
町
と
し
て
も
同
じ
よ
う
に
原
子
力
発
電

所
を
抱
え
る
自
治
体
と
し
て
、
今
回
の
女
川
町

で
の
肌
感
覚
で
得
た
こ
と
を
活
か
し
て
い
き
た

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
松
坂
記
）

【
公
立
小
浜
病
院
組
合
議
会
】

医
師
、
看
護
師
の
確
保
が
課
題

　

去
る
8
月
24
日
、
平
成
24
年
第
2
回
公
立
小

浜
病
院
組
合
議
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

《
付
議
案
件
》

（
1
） 

常
任
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

（
2
） 

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

（
3
） 

平
成
23
年
度
公
立
小
浜
病
院
組
合
病
院
事

業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

（
4
） 

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
に
お
け
る
資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い

て（
5
） 

杉
田
玄
白
記
念
公
立
小
浜
病
院
お
よ
び
レ

イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
の
使
用
料
お
よ
び
手
数

料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
6
） 

公
立
小
浜
病
院
組
合
修
学
資
金
貸
与
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

常
任
委
員
に
は
松
坂
隆
司
議
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

会
期
は
8
月
24
日
か
ら
10
月
3
日
ま
で
の
34
日

間
に
決
定

（
2
）（
4
）（
5
）の
3
議
案
は
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
9
月
10
日
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
3
日
に
本
会
議
が
再
開
さ
れ
3
議
案
と
も

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
病
院
組
合
に
お
い
て
健
全
な
経
営
を
阻
害

す
る
大
き
な
要
因
は
、
医
師
、
看
護
師
の
不
足

と
い
う
事
で
、
医
師
、
看
護
師
確
保
を
最
優
先

課
題
と
し
て
取
り
組
ま
れ
る
と
の
事
で
す
。

（
倉
田
記
）

【
美
浜
・
三
方
環
境
衛
生
組
合
】

設
備
は
順
調
に
稼
働
中

〈
ガ
ス
化
溶
融
施
設
〉

稼
働
2
百
80
日
、
定
期
点
検
30
日
〜
60
日
の
計

画
で
、
現
在
順
調
に
稼
働
中
。

〈
美
方
し
尿
処
理
施
設
〉

受
け
入
れ
量
は
低
位
で
推
移
し
て
い
る
が
、
設

備
の
効
率
的
運
転
の
為
、
間
歇
運
転
で
処
理
を

継
続
中
。

〈
堆
肥
化
施
設
〉

23
年
度
、
需
要
量
に
対
す
る
供
給
量
は
ま
か
な

え
る
。
乳
牛
牛
糞
は
管
内
で
調
達
。

（
浜
野
記
）

【
敦
賀
美
方
消
防
組
合

　
　
　
　

議
会
関
係
の
ご
報
告
】

興
道
寺
・
耐
震
性
貯
水
槽
整
備

大
藪
・
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
更
新

　

7
月
3
日
第
2
回
臨
時
議
会
で
8
千
6
百
5

万
2
千
円
を
追
加
し
15
億
4
千
7
百
57
万
2
千

円
と
す
る
補
正
予
算
と
火
災
予
防
条
例
の
一
部

改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。
耐
震
性
貯
水
槽
整
備 議会議員視察研修（宮城県女川町）

女川原子力発電所

倒れたビルの様子（宮城県女川町）

第18回美浜地区自衛消防操法大会

更新予定の消防車

そ
の
他

活
動
報
告

【
美
浜
地
区
自
衛
消
防
隊

　
　
　
　

操
法
大
会
へ
参
加
】

地
域
防
災
の
力
を
実
感

　

8
月
26
日
敦
賀
美
方
消
防
組
合
議
員
4
名
は

同
大
会
に
参
加
し
、
地
域
・
職
域
の
選
手
の
皆

さ
ん
達
と
共
に
、
消
火
の
技
術
・
ス
ピ
ー
ド
を
競

い
ま
し
た
。
参
加
者
皆
様
の
迅
速
か
つ
正
確
な

動
作
に
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。
地
域
の
部
で
は
、

郷
市
チ
ー
ム
が
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
参
加
チ
ー
ム
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
兵
庫
記
）
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議議
会会
のの
動動
きき

7
月
3
日
敦
賀
美
方
消
防
組
合
議
会

4
日
24
年
度
町
議
会
議
員
研
修
会

12
日
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
視
察
研
修（
12
・
13
日
）

20
日
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

26
日
第
4
回
美
浜
町
議
会
臨
時
会

8
月
10
日
委
員
長
・
副
委
員
長
研
修
会（
自
治
会
館
）

11
日
全
員
協
議
会

19
日
第
25
回　

石
川
県
つ
ば
た
町
民
レ
ガ
ッ
タ

21
日
原
子
力
発
電
所
特
別
委
員
会

22
日
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

26
日
美
浜
地
区
自
衛
消
防
団
操
法
大
会

27
日
議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会

29
日
有
害
鳥
獣
対
策
特
別
委
員
会

31
日
公
立
小
浜
病
院
組
合
議
会

9
月
3
日
意
見
交
換
会
・
決
算
審
査
に
あ
た
っ
て
の
事
前
研
修
会

5
日
第
5
回
美
浜
町
議
会
定
例
会
本
会
議
・
全
員
協

議
会

6
日
本
会
議（
一
般
質
問
）

9
日
美
浜
中
学
校
体
育
大
会

10
日
予
算
決
算
常
任
委
員
会

11
日　
　
　
　
　

〃

13
日
総
務
文
教
常
任
委
員
会

14
日
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

18
日
全
員
協
議
会
・
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

21
日
第
5
回
美
浜
町
議
会
定
例
会
本
会
議
・
全
員
協

議
会
・
本
会
議

24
日
美
浜
町
議
会
議
員
研
修（
〜
26
日　

宮
城
県
女
川
町
）

29
日
交
流
レ
ガ
ッ
タ
豊
岡
大
会（
〜
30
日
）

　

石
川
県
つ
ば
た
町
民
レ
ガ
ッ
タ
に
は
、
津
幡
町
議
会
の

他
近
隣
の
金
沢
市
・
小
矢
部
市
・
か
ほ
く
市
・
南
砺
市
議

会
さ
ら
に
、
美
浜
町
議
会
を
含
め
9
ク
ル
ー
で
議
会
の
部

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
で
は
、
議
会
議
員
ク
ル
ー
で

昨
年
初
参
加
初
優
勝
を
し
た
。今
年
も
引
き
続
き
優
勝
し
、

2
連
覇
に
輝
い
た
。

　

大
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
と
の
情
報

交
換
を
通
じ
交
流
を
深
め
た
。　
　
　
　
　
　
（
山
口
記
）

　

9
月
29
・
30
日
に
、
兵
庫
県
豊
岡
市
円
山
川
漕
艇
場
に

て
開
催
さ
れ
た
第
21
回　

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
豊

岡
大
会
で
、
議
会
議
員
B
ク
ル
ー
が
昨
年
よ
り
順
位
を
一

つ
上
げ
て
準
優
勝
に
輝
い
た
。

さ
ら
に
、
議
会
議
員
A
ク
ル
ー
も
議
会
議
員
シ
ニ
ア
の
部

で
、
4
位
入
賞
を
遂
げ
、
今
年
の
大
会
で
の
美
浜
町
の
総

合
優
勝
に
貢
献
し
た
。

　

9
月
27
日
美
浜
町
役
場
3
階
議
会
会
議
室
に
お
い

て
、
滋
賀
県
犬
上
郡
（
甲
良
町
・
豊
郷
町
・
多
賀
町
）

3
町
の
議
会
議
長
会
行
政
視
察
研
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
美
浜
町
議
会
の
議
会
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
3
町
の
議
長
・
副
議
長
、
美
浜
町
か
ら
は
北
村
議

長
、
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
藤
本
委
員
長
、
同
松

坂
副
委
員
長
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
町
の
議
会
が
抱
え
る
問
題
や
取
り
組
み
方
、
今

後
の
対
応
や
方
向
性
な
ど
様
々
な
課
題
に
対
し
、
美

浜
町
も
含
め
た
4
町
が
活
発
な
意
見
交
換
の
中
で
、

今
後
も
同
じ
規
模
の
人
口
を
持
つ
自
治
体
の
議
会
と

し
て
互
い
に
情
報
を
共
有
し
、
議
会
改
革
・
議
会
活

性
化
に
対
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
松
坂
記
）

編 集 後 記
　

今
世
の
中
を
騒
が
し
て
い
る
数
々
の
問
題
に
関
し
て
も
、
報

道
が
情
報
を
い
か
に
正
確
に
伝
え
る
と
い
う
事
が
、
難
し
く
感

じ
ま
す
。
私
た
ち
も
、
こ
の
町
で
の
出
来
事
・
問
題
の
対
処
を

正
確
に
伝
え
る
事
の
一
端
を
担
っ
て
「
議
会
だ
よ
り
」
を
始
め
て

11
号
目
。

　

解
り
や
す
く
す
る
為
に
、

写
真
を
多
く
し
、
見
や
す
い

様
に
と
…
、
多
く
の
町
民
に

読
ん
で
貰
い
た
い
と
熱
い
思

い
で
編
集
を
し
て
い
ま
す
。

（
山
口
記
）

美
浜
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

【
委
員
長
】
山
口 

和
治

【
副
委
員
長
】
浜
野 

健
治

【
委　

員
】
松
坂 

隆
司
・
藤
本 　

悟
・ 

倉
田 

愛
子
・
竹
仲 

良
廣

美
浜
町
議
会
を
視
察

犬
上
郡
町
村
議
会
議
長
会
行
政
視
察
研
修
の
た
め
美
浜
町
来
訪

第
25
回 

石
川
県
つ
ば
た
町
民
レ
ガ
ッ
タ

美
浜
町
議
会
チ
ー
ム
が
2
年
連
続
優
勝

第
21
回 

全
国
市
町
村
交
流

　
　
　
　
　
　

レ
ガ
ッ
タ
豊
岡
大
会

議
会
議
員
の
部　

準
優
勝
な
る


